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「聖徳太子平氏伝雑三文」「王宮太子拾遺記」
　　　　　　　　　　引書（漢籍）索引並証注

An　lndex　and　Notes　to　Chinese　Books　Quoted　in

　　Shotoleu　Taishi　Heishiden　Zalsu　Kanmon
　　　　　　　　　and　logu　Taishi　Shuiki
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　　Shotoku　7擁s雇Demッαん％written　in　the　early　10th　century　is　a　sys－

tematic　collection　of　biographies　of　Prince　Shotoku　which　all　the　biographies

of　Prince　Shotoku　written　later　were　based　on．　Shotoku　Taishi　Den　Zatsu

Kanmon　written　as　annotation　to　Sholoku　Taishi　Denryaku　in　1314　by　Hoku，

a　priest　at　Temple　Tachibana，　and　logu　Taishi　Shuiki，　a　biography　of　Prince

Shotoku　written　by　the　same　author，　are　said　to　be　the　best　notes　to

Denryaku．　These　two　books　contain　quotations　from　not　a　few　Japanese

and　Chinese　books　many　of　which　have　been　found　lost．　ln　this　article

the　writer　shows　an　index　to　Chinese　books　quoted　in　Hoku’s　two　books，

annotates　mainly　lost　ones　among　the　indexed　books，　and　inquires　i　into　the

trend　in　studies　of　Chinese　classics　in　Japan　of　the　13th　and　14th　centuries．
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　我が国の文化史上の一特徴として考うべきは，文藝復

興期には必ず聖徳太子讃仰の風潮のたかまることであ

る。文藝復興は復古運動と表裏をなすものであるから，

自覚的な意味に於ける実質上の日本文化創立期の指導者

たる聖徳太子に対する追慕崇敬の信仰心が世に昂揚し横

溢することは当然である。太子伝記の撰述は夙に奈良時

代に始まり，平安前期に至る間に，「上宮聖徳法王帝説」

「上宮皇太子菩薩伝」「上宮太子伝補閾記」等を始めとし

て，現在全ては遺っていないが，数種以上の著作があげ

られる。その中で，先行の諸伝記を集成して現れたのが・

「聖徳太子旧暦」2巻である。

　同書はその諸本の大部分が巻頭書名の次に「平氏撰」

と題するので，平氏伝とも呼ばれ，平氏に属する何人か

の撰と解されるが，その撰者成立については明らかでな

い。嘗て故藤原猶雪博士は，大正震災で焼失した東大蔵

本の本文及び奥書（菅家本）を審査した結果，本書は延喜

17年堤中納言藤原兼輔の撰と推定した（「復原聖徳太子回

暦」昭和2年刊の考証参照）。　しかし同書が延喜頃の撰

になることはほぼ首肯し得るとしても，菅家本の奥書通

りに兼輔の著とするには，未だ多くの疑念を抱かざるを

得ない。本問題に関しては他日筆者は改めて論及したい

と思っている。

　伝暦が現われてから以後，太子伝は江戸時代に至るま

で，その悉くが伝暦を基礎としていると称しても過言で

はない。しかもその後各時代に引き継ぎ現われた数多い
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聖徳太子平氏伝雑慮文・上宮太子拾遺記引書索引並懸魚

太子伝の傾向は大まかに分ければ，伝暦の注釈の形をと

るものと，伝暦を和文に潤色して物語化するものと，こ

の二方向をとりながら進んで行っている。

　伝動注釈書中の白眉であり，その系列の最高峯をなし，

以降の注釈の基礎となったのは，鎌倉末に成立した釈碧

空の「聖徳太子判断難文」である。本書は上下各々3巻

計6巻，伝世の一語一語及びその記事の背景をなす史実

由来関係事項について，和漢の内外典を渉猟して，博引

傍証，詳細を尽している。巻末の起請：文に自ら本書撰述

の趣旨を述べて曰く，

　　　　　　　　　起請文日
　仏子当職。敬白三世十方一切三宝梵釈竜天等量言。方

　今以此迄抄六巻。安置橘寺僧伽藍i竹木目中。作起請文

　日。願以之潜寄同心同学中鎮荘

　上宮聖王之神徳。普暴動素貴賎之椅重。以之成就接受

　正法之大願也。然則以此愚抄不可令輻披見不可信非器

　之仁。凡此中所載者。髄脚本説明拠。更掃引胸臆不実

　之事。羽撃有税料簡之事。此詳安野言。故都不可混

　其本拠当事者也。而当世専為誼無知之俗人引世間之財

　利。不動正説之本拠。作出無窮田螺端。不実之秘事。

　冥慮実難詰。当果尤可悲。然而正対此等之厳重国史。

　不朽批文等。当世浮説。是非邪正。宛如照驚軍国。何

　以此愚砂遺留当寺。長流伝遽代。然則伽藍三宝護世四

　王牛頭天王聖。二所十八善神等。方加守護。努莫与謝

　乱邪説。若背此等意願。以私曲為先。不顧邪正混乱。

　輯令披露算者。冥衆各立加照罰　。仏子法引廻敬白。

　　　正和三年二月十八日金剛仏子法空

と。この起請文から本書が花園天皇の正和3年（1314）の

成立にかかることが判明する。著者法空の伝について

は，聖徳太子にゆかりの深い橘寺の上人であったという

以外に詳かでないようである。元亨逸書・本朝高僧伝に

見える法隆寺の僧法空の伝を本書の著者法空の伝と考え

る一説があるが，両書は共に「今昔物語」巻13「下野国

僧住古墨難語第四」の記に拠ったのであるから，時代が

合わず，別人である。

　法空の太子伝には本書の外に，「上輿太子拾遺記」7巻

の著がある。それは雑勘文と同じく，和漢の文献を広く

援証して，年譜順に太子の行状遺徳説話関係事項を細か

に記して，先行の太子伝の閾遺を補ったものである。両

本共に伝本の存するもの極めて旧れ，古写本の法隆寺に

蔵される外，筆者はその所在を聞かない。流布本は「大

日本仏教全書」聖徳太子伝叢書所収の活字本で，．同書は

その底本を明記しないが，奥書から見て，恐らく法隆寺

本に基づく翻印であろう。

　ここに筆者がこの雨空の二著書について論’じょうとす

るのは，両書撰述本来の目的たる太子伝に関してではな

く，両書に引用された引用書についてである。両玄は著

者法空自身の文辞は極めて亘れで，全巻引用文の輯集か

ら成っている。此は本書に限らず，平安以来の我が国の

外典に対する注釈態度に共通する一・般様式で，唐時代の

注釈家の遺風を承けたものである。注を下すべき字句に

対して注釈家が自己の言葉でその意味を平易に解釈する

形を執るよりは，寧ろその語句を使用してある，出典と

なるべき典拠ある原文を引用し，或は関聯事項の記事を

掲載して，読者をして類推せしめる様式で，所謂る事を

引いて意義を説かずという方法である。従ってそれは或

る意味で類書の編纂法式に通じ，注釈書は小類書の観を

呈する。唐の李善の文選注はかかる樽代注釈法の好例で

ある。後世にな：ると此等彩しき引用書の中には侠書とな

ったものがあり，引用文は校勘学上の貴重な資料を提供

して，考証学者の喜ぶ所となっている。

　「聖徳太子平氏伝雑単文」「上馬太子拾遺記」の二歩が

仏典・国書・漢籍にまたがる豊富なる引用を含むことは

上記の通りである。引用の国書の中には既に亡侠に帰し

た幾多の諸本が見受けられ，貴重な侠文を含み，特に太

子伝関係書では本書によってのみ知られる亭号を有し，

既に研究者の注目する所となっている。しかし，太子関

係以外の図書については学者は未だ殆ど考察を下してい

ない。引用書中最も多種多様なのは漢籍：であって，その

中には和漢共に伝を失った亡逸書を多数含み，本書が書

誌校勘学上極めて珍重すべき資料を提供しているにも拘

らず，この観点からは本書は従来全く注目される所がな

かった。

　筆者はここに，上空の雑書に引用された外、典漢籍：の索

引を提示して，今後の研究の参考に厚し，それ等引用書

中の侠書を中心として着目すべき典籍に対して簡単な目

録学上の考証を企み，ついでそれ等引用書を通じて，本

書撰述当時，即ち鎌倉末頃の我が国の漢学界の概況を考

察しようとするのが，本稿の目的である。

1：L引書索引
　以下の索引は「聖徳太子平氏伝雑沓文」「上宮太子拾遺

記」に引用された漢籍に限っての引書索引で，引書はほ

ぼ四部の分類によって配列し，墨書は「大日本仏教全書」

本を使用し，書名下の各数字は仏教全書本の頁数，上・

下はその頁の上・下段を示し，「拾遺記」の引書は数字の
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前に「拾」の字を冠した。各経書の注・丁目は書名を別掲

せず，各書下に一括した。標目の通し番号に＊印を附し

てあるのは，その書に対しては（皿）に於てその数字によ

って注証を施した。索引数字の次の（　）内の字は，該

書の引用が，書名を以てせず，撰者名，所収篇章名等で

引かれているか，或は注・疏からの引用であること等を

示す。経書等で（並王注）の如きは易経文と共に王弼注を

も併せ引用してあることを示した。賦・銘の類は恐らく

「文選」によったと思われるので，「文選」の条下に繋いだ。

索引数字の尾に×印を附したのは，「初学記」にも同文が

引かれていることを参考に示したものである。　（筆者が

偶々気づいた箇所のみを記したので，決して精査したわ

けでないから，遺漏の多いことを恐れる。）

　「君子集」が「楽天集」（23上）として9条引かれている

が，白居易にはその著がない。同書は続群書類従巻946

所収本と卸本で，邦人の編である。しかし本書引用文で

群書類従本にない所があるから，類：従本は完本ではな

く，脱簡があるらしい。

　本両書の成立は14世紀初頭であるから，その後幾階次

かの転写を経た逓伝本が誤写託謬を免れないのは已むを

得ぬ所であるが，大日本仏教会書本は，その底本を見て

いないが，誤植と推測される箇所を少からず見受ける。

使用に当っては注意を要する。

　本両書の本文中に「裏書」が挿入されている。この裏

書は恐らく，撰者法空の記したものではなく，後人の追

記と見なすべきであろうが，ここには便宜上，「裏書」に

含まれた引書も採録した。

経　　部

1周易　魏王弼・晋韓囲女注　正義　唐孔頴達等疏

　45上下（正義）45下　47下（台詞注）54下（係〔繋〕

　辞）62下（正義云）63上　65下（繋辞）74上（並

　王注）101上（面諭）拾49下　拾85上下　拾107上

　拾121上（繋辞）拾151上

2＊言伝

　47上

3＊辮聴諦

　拾28上×

4＊河図

　32上

5　尚書　旧題漢江安国伝

　1上　2下　29上　40下（伝）　41上（舜典並伝）

　54下（並伝）　63下（微干並伝）　71下　74上（夏書

　〔罫書大望護〕並伝）

　　拾96上　拾102上

　下（駅伝）拾105下

6＊尚講霊耀聴老

　拾23上

7毛詩　漢毛亨伝

　40下（抑篇）

　注）　69下（並箋）

　79下（蓼一章注）

　拾60上

　箋）

拾85下　拾86上（孔安国云）

拾103上（呂刑並伝）拾1ρ3

　　　　漢鄭玄箋　唐孔頴達等疏

　　62上（疏）　62上（詩伝）68上（並鄭

　　　　71上（並注箋）　79上（並伝箋）

　　　　106上（詩伝）拾30上（直伝）

拾100上（並箋）拾101下　拾104上（並注

8鵜外伝聴典灘難
　　51上　56上　99上×

9＊韓詩章句　漢醇漢撰

　　97上×

10　周礼　漢鄭打開

　　13下　14上　29上（並鄭玄注）　69下（注）　72（並

　　鄭玄注）　84上（注）　96下（鄭注）、拾88上　拾124

　　上　拾125下

11　礼記　漢鄭玄注　正義　唐孔四達下切

　　1上　13下（曲礼並注）14上（曲礼下並注・内前駆

　　注）　14下（曲礼旧注）　23下　29上（勘注）　36下

　　40上（並注）　45下　47上　67下（並正義）　68上

　　（並注）69下　79下　93下（並注）拾2上×　拾39

　　上拾61上拾95下（並注）拾102上拾103下翼

　　104上下　拾122下　拾126下　拾133下（曲礼正義）

12大士礼
　　54下　74上

13＊三礼図

　　18上

14　春秋左伝　晋杜旧注

　　53上（並注）　64下　84上　拾96下（序並正義）

　　拾101下　拾102上　拾105下　拾106上　拾122下

15春秋公直伝
　　60下　拾105下

16＊春秋伝

　　拾1下×

17＊孔下図

　　61下

18＊春秋説題辞

　　18下（春秋説云）　61上×

19＊春秋君命苞

　　32上
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2・＊春秋考計理護

　　拾23下

21古文孝経
　　18上　46上（伝）

　　71上（並伝）

　　（伝）　拾86上（伝）

　　102（並伝）

　　（伝）

22＊孝経私記

　　16上

聖徳太子平氏血沈勘文・上宮太子拾遺記引書索引並証注

旧題漢孔安国伝

　　　48上（伝）　52上（伝）　69上（伝）

　93上（伝）拾84下　拾85上　拾85下

　　　　拾95下（伝）　拾98下（伝）　拾

拾104（並伝）　拾105（並伝）　拾106上

梁周弘正撰

23＊孝経琴作並述加階劉膿

　　45下　49上

24＊孝経説

　　19上

25＊孝子内伝

　　60上

26＊孝雛馨堰

　　106上

27　論語　魏何曇集解　梁皇侃義疏

　　2下　21上（並注）　40下（並注）　46上（疏）60上

　　63下（並注・疏）69下（並注）80上（沃野）86下

　　88上（並注）　88下（並注）　102下（並注）　拾17下

　　（四七）拾41上（並注）拾45上　拾66下（並注）

　　拾90上下　拾97上　拾98上　拾105上　拾105下

　　拾119上（並注）

28　孟子　漢趙岐注

　　61上（並注）67上　93下　拾106下

小　学　類

29　爾雅　吾郭瑛注

　　28上　39下　40下　53上　61下（郭瑛云）　74上

　　96下　拾27下　拾82上（小雅日並郭瑛云）　拾95下

　　拾119上　拾124上　拾155上　拾169上

30　方言　漢楊雄撰

　　94上

31釈名　漢八口撰

　　4上　11下　30下　46上　54上　62下　96下　拾

　　85下

32広島　魏張揖：撰

　　49上　74上　拾23下

33　説文　漢許慎撰

　　11下　32上　39下　49上　61上下　65上　74上

　　78上　87下　94上　96下　拾32下　拾82上　拾85

　　下　拾96上　拾133下

34　通俗文　平服慶撰

　　40上　40下（服虎日）

35＊玉篇　回顧野州撰

　　4上　14上　19下　26下　28下　29上　30下　32

　　上39下40上40下41上45上48上49上
　　50上　51上　52上　53上　54上　63下　64上　65

　　上66上69上’69下71下72下73下74上
　　78上　80上　84上　87上（官本玉篇云）93下　94

　　下　96下　100下　101上106上　拾9上下　拾

　　27下　拾30上下　拾31上　拾59上下　拾60下　拾

　　61上　拾64上下　拾84下（勤王案）　拾88下　拾

　　95上・拾98下　拾105上　　拾108上　　拾121下

　　拾123下　拾124上　拾125下　拾133下　拾149下

　　拾150上下　拾151上下　拾169上下

36千字文　引網興嗣撰　五代李濯注

　　23上（序）

37＊脚半　北上陽休之撰

　　11下　拾32下

38＊略韻

　　14下　36上　拾9上　拾60上　拾87下　拾96上

39＊郭知玄切韻　唐郭知玄撰

　　28下　42上　53上　56下　61下　62下

40＊駆上　唐武元之撰

　　61上（有書云武玄之日）106上（武玄云）拾169下

41＊薩陶云〔醇絢切韻力〕

　　52下　54上　101上（選打云）106上

42＊叩上同韻　唐孫価撰

　　54上（孫価云）　72下（唐上値）　101上

43＊切韻

　　3下

44＊釈氏云

　　101上　106上拾96上拾169下

45＊広韻宋陳一年等奉勅編

46

2上　4上　11下
下　　22下　　32上

上下　41上　48上

69下　78上　86下

下拾61上拾61下
上下

郎釈：文互年礼部韻略

13下（上平声云）

14上　15上　18上下　19上

36上（大宋重修同韻云）　40

52下　56下　62上　64上

87上　100下　拾9下　拾27

　拾85上　拾88下　拾150

　　宋闘名撰

14上　87上 拾96上
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47　史記　漢司馬遷撰　劉宋斐關集解

　　36上　37上　39下　41上　45上下　60下　62下

　　（周本紀並注）71上　99下　100上（五帝本紀並注）

　　100下　102下　拾58上　拾61下　拾62上　拾97上

　　拾98下　拾100上下　拾102上下　拾103下　拾104

　　上下　拾106上（孝文本紀並注）　拾106上下　拾

　　119下　拾120上　拾126下　拾169上

48　漢書　漢班固撰　唐顔師古注

　　3下　18上　46上（志並注）　46下（律暦志）　48上

　　（並注）51上88上（藝文志）拾65上←志）拾85上

　　（律韓紅）　拾96上　拾104下　拾106上下　拾121

　　上（地理志）　拾123下　拾133下（藝文志）拾149

　　上

49　後漢書　劉宋荘嘩撰

　　13下　37下　40上71下　77下　84上　97上　拾

　　96下　拾97上　拾98上下　拾102上　拾105上　拾

　　106上下

50　続漢書志　奮司馬彪撰

　　4上（回暦志）99上（礼儀志）　100下（輿服志）

51著書　唐太宗勅撰

　　15上　23上45下（五行志）71下　拾9下　拾32下

　　拾96上　拾105下

52和書　梁沈約撰

　　拾136上

53　南史　唐土延寿撰

　　拾77下

54　旧唐書　後晋劉陶等奉勅撰

　　77下　88下（本紀）98下

55新製書　宋欧陽脩等奉勅撰

　　拾102下（刑法志序）

56＊耳払

　　36下

57引書紀年

　　88下

58＊斉春秋　梁呉均撰

　　拾100上

59＊世本　漢二四注

　　4上

60＊帝王世紀　否丁丁諦撰

　　36上　62上　81下　拾11上　拾49下（帝＝E説云）

　　拾82上×

No．3　lq65

61＊東観野塩　漢劉珍等撰

　　　41下　62上　拾82上

62　国語

　　　19上

63＊帝王年代暦　王道珪撰

　　84下　85下（帝皇年代暦）86下（帝皇年代暦）　拾

　　6上
64＊大唐帝皇年代記

　　89上
65＊帝王授受図

　　85下

66＊歴代帝王図

　　85下
67＊歴代伝授国号紹上図

　　87上

68＊階上

　　85下

69＊大唐図

　　93下
70＊混沌図

　　87下（序）　拾133下（序）

71＊混出仕

　　95上

72＊五運図

　　89上

73＊陸上通鑑

　　86下　87上（帝王授受図）拾6（第三）

74　貞観政要

　　37上（第十）52下　67下（第五）68下（第二）69

　　上　70下（第五）　94下（第一）　拾96上　拾98上

　　拾100下　拾101下　拾107上　拾135（第一）

75＊三五暦記　呉徐整撰

　　63上

76＊寝汗貞故事

　　拾102上

77＊孝子伝

　　22上　40上

78　列仙伝　漢劉向撰

　　21上

79＊括地志辱順唐斑李隷

　　拾11上

80＊三巴記　蜀礁周撰

　　99下
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子　　部

81孔子家語
　　21下　33上48上　67下　拾57下

　　106下

82　二二新書　漢質誼撰

　　36下　47上　拾106上

83　塩鉄論　漢桓寛撰

　　18上

84　説苑　漢劉熔解

　　拾97上　拾100下　拾104下

85　揚子法言　漢揚雄撰

　　拾104下

86　潜夫論　三王符撰

　　拾104下

87＊傅子　習傅玄撰

　　70上　拾100上

88　帝範　唐太宗撰

　　97上　拾102上　拾106下

89　臣軌　唐縞鯵撰　旧題唐王徳注

　　36下（下雨注）　拾100上（下並注）

　　106下

90＊太極図説　宋周惇願撰

　　63上（半解叔云）

9！呉子

　　41下

92　叩石公三略

　　拾104下×

93＊四書陰符

　　拾104下×

94＊政論　漢崔建撰

　　拾106上

95＊四四世要論　魏桓範撰

　　63下×　拾103下×

96斑晶噸旧題周蜥撰

　　47下

97＊兼名苑　〔唐〕釈遠図撰

　　56下　拾125下

98　三民要術　後魏費思硯撰

　　58下

99＊金谷園記　唐李畠撰

　　97下　98上

100＊臨海異物志　口沈螢撰

拾96上下　拾

拾100下　拾

　　　94上×　拾135上×

101　本草図経　〔宋蘇頒撰力〕

　　　57下　59上

102　本草術義　宋冠三号撰

　　　58上

103　図注本草

　　　58下　59上

104＊養生要集　晋張湛撰

　　　56上

105＊星図

　　　66上

106五行大義　階薫吉上

　　　19上　27上32上33上45下　46下　52下　64

　　　上下　69上　78下　100上　拾57下　拾94下　拾

　　　106上　拾120下

107＊陰陽書

　　　49上　50上

108＊和上経

　　　66上

109＊天地瑞祥志　唐薩守真撰

　　　100上

110＊太一経

　　　47上　拾65上

111＊暦紀経

　　　46下

112＊六下返閑

　　　65下（序）

113＊筆勢集　訓釈希一撰

　　　23上

114　貰下春秋

　　　18下　36下　37下　70上　拾9上　拾102上

　　　拾104下　拾125下

115　准南子　漢高誘注

　　　44上　88上　拾58上　拾64上（並注）拾95下　拾

　　　102下　拾133下

116　単子　北十三昼撰

　　　65下　94上　拾91上拾121下

117　顔氏家訓　北斉顔之推撰

　　　拾59下（顔氏云）　拾104下（顔氏云）

118　白虎通　十三固撰

　　　1上　43上　46上　54下　67下　83下　拾2．ヒ

　　　拾80下

！19」古今註　心証幽幽
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　　36下　拾60上　拾136下　拾155上

120　論衡　三王充撰

　　44上　拾11上　拾98上（瑞衡云）

121　風俗通i義　漢応勧撰

　　1上　78上

122＊広志　晋郭義恭撰

　　拾123上

123　西京雑記　旧題晋葛洪撰

　　62下　78上　拾82上

124　山海経　晋郭評伝

　　62上　64上（二二云×）拾82上　拾124上　拾135

　　上

125　神異経　旧二三東方朔撰

　　44下　45上

126　漢武故事　旧題漢班固撰

　　拾18上×

127　博物志　晋張華撰

　　23下　88上

128　半神記　晋干宝撰

　　31下

129＊語学　晋裂…敢撰

　　31下

130　王子年拾遺記　前秦王嘉撰

　　4下　16上

131続出譜記　梁呉均撰

　　98下

132冥祥記　唐王淡撰

　　24下

133冥報記　唐山臨撰

　　24下

134　朝野愈載　六二鶯撰

　　14下

135＊誠子拾遺馨喉酔膿

　　23上

136　初学記　唐徐堅等奉勅撰

　　97上　98上　拾2上　拾9下

137　太平御覧　宋李肪等奉勅撰

　　拾30上

138＊翰墨新体

　　拾32上

139老子　暗闘漢河上公章句

　　48上　72上　拾91下（並注）　拾106上　拾120上

　　（老子経序）

140　容子　晋張湛注

　　1下　84上（並注）

141荘子
　　33上　88上　拾25下　拾60上　拾101下　拾134上

142＊抱順子　奮葛洪撰

　　2下（抱朴子注日）　39下　45下　61下　拾32下×

　　拾60上　拾82上　拾90上（注）拾96下　拾100下

　　　　　　　　　　集　　部

143＊為術車回　漢爲彷撰

　　72上×　拾106上×　拾107上×

144＊陶潜集　晋陶潜血

　　21上（桃花源記）×

145贋嵩謙砂土績嵩撰

　　拾122下

146＊李嬌平平詠　唐李嵩撰　唐張庭芳注

　　65下（李嬌史詩云一群）　拾19上（二野注）　拾32上

　　（百詠注）拾88下（百詠注）拾121上（李嬌史詩云

　　並注）

147　白氏：文集　唐白居易撰

　　21上　60上65下（聖楽付）94下（第廿九）拾9

　　下　拾17下（楽天百詠吟）　拾32（第五十七）

148＊酒断皇帝勧学語　宋仁宗帝撰

　　78下

149文選　梁昭明太子蒲統輯　唐李善等六臣注　内名

　　　者集注

　　14下　32上（張衡東京賦）　40下（西京賦）　45下

　　46下（並注）46下（並集注）47下（崔瑳座右銘）

　　61上（張衡東京賦並注）　65下　71下（註）　84上

　　96下（西京賦）99下（注）100上　拾9下（注）拾

　　19上（旧注）　拾85上　拾91上下　拾96上下　拾

　　100上　拾101下　拾102上　拾104下　拾105下

　　（注）拾107上　拾121上下　拾149上（宋玉高唐賦）

150＊楽府

　　拾9下

151　文心千三　梁劉鋸撰

　　65上

　　　　　　　　出典不明書

152　孔子日

　　52下　61下

153張婁云

　　64下
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III．引書証注
　（2）「易伝」なる書名は，「西夏易伝」「京学易伝」以下

宋代までに成立した書がかなり多い。唐以前の撰はいず

れも侠書で，その輯臨本が編されているが，ここの引用

書がそのいずれに当るか詳でない。

（3陽の繕で，「轄騰却こ「易緯八磯蟻巻」

囎志に「辮九確均」と器我が「躰国見鰭

瞬」には「易紺幽玄」と．嬉本書の引用文は

「初学記」にも同文が「易島回」として引かれる。

　（4）河図に関する緯書は42篇有りと云われ，侠書。

隠こ「河図二＋罎噌鮮暮愚「河図敵一

巻」，日本国見在書目録に「二二一巻　≧≧竜文一巻」

と著録。

　（6）尚書緯：書の一。　侠書。　「耀」は一・本「曜」に作
る。

（9墨譜に「一二＋二巻餅絵騎」と．鰭

馬国翰の輯侠本あり。本書の引用文は「初学記」にも見

え，その孫引であろう。

（13）階志に「三一図二進騒騒上野旧唐門

に「夏二二朗三礼図十二巻」，崇文総目に梁正の「三礼

図」を著録し，唐の張鑑に「張単三線図」があるが，い

ずれも亡除して伝わらず，上記諸本のいずれに該当する

か明かでない。しかし本書の引用は広告云の条下に三礼

図日としてあって，広町に既に引用されたのをそのまま

移したものと考えるべきである。

　（16）この「春秋伝」は何れの書を指すか明かでない。

この引用文は「初学記」（巻10皇太子）にも「春秋伝云」

として引かれている．

　（17）一（20）春秋の緯書。侠書。階志に「春秋災異十五

巻灘瀧襟編圭許物藩臣羅繍浩
同割＝馨：増齢瀦志に・「春景三＋八巻歪均」・

見在翻鍮こ「春講冊荘重と甑（18）の「春秋説

題辞」の61上の引用は「初学記」に，（20）の「春秋考

異郵」の引用は「太平御覧」にも同文が引かれている。

（22）融こ「孝経私記二巻羅」，見在指弾こ「孝

経私記二巻騰と見るほか・他曙録がなV・．ただ「通

憲入道：蔵書目録」に「孝経私説一巻」とあるのは，説は

記の設と考えられる。撰者弘正は陳書巻24南史巻34に

伝あり。侠文の他に存することを聞かず，従って本書の

引用文は極めて貴重な存在である。

　（23）意志・両朝志・見裏書目録著録。　孔伝の疏で，

階・唐に盛行したが，玄宗御注頒行後顧りみられず，亡侠

した。我が国では室町末まで古文孝経の疏として重ぜら

れたが，江戸時代以降忘れられ，久しく侠書と信ぜられ

ていたが，残本が清原家に発見され，本邦伝存古文孝経

古写本や孝経抄の中に抄録された引用文を資料として，

近時林秀一博士によって殆ど全巻の復原がなされた。林

博士は本書は使用されなかった。本書の引用は僅か2条

にすぎぬが，校勘朝参稽に資するに足るものがある。例

示すれぽ，

　（復原本）　答蘇護云一日二日万機≧野球言微事有万喩

　其多也万機有閾直答天子受之

本書引用文は下の万機を「万事」に作るが，此は誤写で

あろう。答の下天の上「皆」の一字があり，「其予輩天

子受之」に作る。原本がどちらであったかは軽々に断定

し難いが，一考に価する。

　（24）本書未詳。

　（25）未詳。引用文から察すれば孝経の緯書らしい。

素志・見張書目録著録の「孝経内事一巻」の誤写か。

　（26）孝経の緯書。墨書。階志に「梁有孝書雑緯十巻，

宋均注」，両心志に「孝経緯五巻宋均注」とあるのに該

当か。仁平元年九月藤原丁重が鼠輩劉：文正に渡した購入

希望書目（宇椀記田）も「良器律」に作る。

　（35）梁の武帝大同年中顧野王が編した「玉篇」は成

書後，太宗簡文帝は画意をして改制せしめ，唐の上元元

年富強は字を増し，宋の真宗大中祥符6年，陳彰年等が

勅を奉’じて，之を重修改編した。これが「大広益会玉篇

三十巻」である。従って顧野壷の伎量原本は全く原態を

失って，漢土にあっては亡滅した。しかし玉篇原本は我

が国にははやく伝わり，全巻中7巻の古訓本が現存して，

玉篇原本の姿を伝えている。我が国で鎌倉時代頃まで玉

篇として引かれるのは殆ど原本玉算で，その侠文として

の価値は高い。本書の引用も亦原本玉篇である。故岡田

愼吾博士は「玉篇の研究」に於て，曝書に引かれた玉酒

の感文を輯集されたが，本書の存在には気がつかれなか

った。

　本書にはただ1条「官本玉響云」として引く所がある。

此は宋重修の「大広益会銅鉢」る指すらしい。鎌倉時代

宋重量本が既に使用された事蹟を示す記事として注目す

べきである。　もっとも広益玉篇は「宇椀三野」「通憲〔

録」に見えるから，平安末には既に宋版が将来され，ま

た現に金沢文庫には二二刊本の零葉を蔵する。しかし我
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が国で重修本が盛行するのは，室町時代に入ってからで

ある。

　（37）一（45）仏典漢訳上の梵語研究は漢語への反省と刺

戟を与え，その結果音韻の学が興り，六朝から階唐にか

けて多数の韻書が出現した。その代表的のものは，階の

陸法言（誰は慈，字は法言か）の「切韻」（仁寿1年成）で，

その後唐の儀鳳2年長孫訥言が文字を増加し箋注を附し

たのが，「長孫子箋注」である。その後玄宗の上宝10年孫

価がそれ等の韻書を増補したのが「同韻」（「孫価切韻」

「広切韻」とも云われる）である。宋に入って，真宗の景

徳4年陳彰年は勅を奉じて，それ等を増補重修したのが，

「大宋重修広野五巻」である。「広韻」出でてより上記本を

始め旧来の韻書は悉く亡陣するに至った。見在書目録に

よれぽ，六朝階唐の韻書の多数が我が国に将来されたこ

とがわかり，且つそれ等が諸書に引用されているが，宋

の四韻が伝ってから我が国でもそれ等は伝を失った。

（37隔志両唐志に「上略一瞬鍵」と．

　（38）上の「韻略」と同本か。

　（39）本書には「郭知玄云」「郭知覧」として引かれ，

それ睨皓目鍮こ「切韻五鍵鯉」・広韻序に「前費州

多田早雪郭甲子拾遺緒平更日常箋三百字」と録されたの

に該当するのであろう。

（4・）半在書目鍮こ「韻詮＋巻藻い＋二巻」漸

唐志に「武元之韻詮十五巻」と。

　（41）広手首序に云う「醇絢切韻」に該当か。

（42）見納目鍮こ，「切韻五巻騨，糖志に「孫

価梶野五巻」と。

　（43）階唐の韻書に「切韻」の書名が多く，いずれを指

すか未詳。恐らくは階の陸法言の「切韻」か。

（44）見在翻録の「切韻捲羅」カ㌔

　（56）「二二」と称するものに，尚書の虞夏門門四書の

一のそれ血温に・「囎七＋雨量細径而羅潔

癖：灘羅享鎌」といい，両軍志に「孔晃注墨

書八巻」と録された説文に所謂る「逸周書」なるもの，

又それと別個の経路を経て伝えられた一志に「寸書十巻

編暴言仲」，両酷に「汲家譜＋巻」と録する所謂

る「汲家姫川（見在翻鍮こ「善書八巻整」），それ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
に正史の「周書」がある。本書の引用の「周書」は尚書

のそれでないことは明かで，逸周書・汲家周智（源流は

一・ ﾅあろう）か正史のそれのどちらかであろう。

（58隔志・見在書目鍮こ「斉春秋計巻董雨請」・

旧唐志「斉春秋三巻顯轄旧噺唐志「呉均斉翻

三十巻」と。侠書。説郭所収本は聖岳。

（59膜志に「世本＋礁馨鋸離昊美」・鷹

「世本二巻辮世本四巻藁衷j’　iiil」唐志「二本四巻毒衷」

と。藍島。「宋衷台本四巻」を指すか。

（6・）階志「柾世紀＋繧繋糠・旧酷「帝王

代記＋寵姫，糖志「四諦王代糸己倦」・見在

書目鍮こ「帝王世謝巻塾難魏」と．唐代まで猷

として盛に用いられ，二代の類書にその引用が多く見ら

れる。我が国でも王朝時代使用されたが，その後和漢共

に亡逸した。元明以来その輯存を企てるものが多く，最

近では徐宗元輯「帝王世紀二二」（1964年刊）が出た。し

かしその復原は未だ不完全で，萬城の輯存は全て我が国

に存する資料を使用していない。本書の引文の中にも徐

氏の輯存に漏れているものがある。

（61）酷「轍雨滴一百四＋三巻鱗綾陰欝難」・

旧勲位「轍二丁一9二＋七磯珍」，新注志「劉珍等

東山盛記一百二十六巻又録一巻」。　見在書目録に「東観

漢記酬三巻架織霧騒・纒馨謙匿鶉鞄

其目録注云回書凡二本一本三二七巻判示賢愚見重書合一・
本百四十一・巻与見書不合又得零落四巻又与両本目録不合

諜灘野駒皇継熱と・
　漢の明帝の一三修，その後二二増続して霊帝の烹平中

に至って成った。現在三史とは史記と前後漢書とを指す

が，唐代までは後漢書ではなく，この「東観漢記」を指

したことは，「初学記」巻21史伝第2に「二丁史記帯下

漢書及東観旧記為三史突」と記す通りである。．しかし萢

曄の後漢書に章懐太子李賢の注ができてから，同書が聖

地にかわって用いられたので，漸次散逸した。通行24巻

本は主に永楽大典所載を以てせる輯補である。

　我が国に於ても古く唐心の影響を受けて三史の一とし

て重んぜられたが，後に後漢書が之にかわった。本書引

用の62上・拾82上の2条は同文で，「東観漢記云」とし

て引くが，内容は「遊仙窟」の著者として邦人にはなじ

みの深い唐の張墨字文成の誕生説話であるから，漢記の

文ではない，撰者の間違である。

（63）84’F引用に「班年f嚥轟日」として’J　I」Tln

糀見在翻鍮こ胆代年号難一巻縷楢柾年代
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歴＋巻難≧≧贈一巻幾武≧≧四坐≧

≧雌二巻年号港≧≧私EE一巻歴＋罐総」

と。「帝王年代歴八巻」に該当か。

　（63）一（73）いずれも撰者その他未詳。上記の見在書目

録雑史家部を見れば，当時我が国には簡便な通史，帝系

譜，年代記の類が古くから将来され，使用されていたこ

とは，奈良時代の正倉院文書中の写経目録の中に「帝暦

並史記目録一巻」の如く，また入唐八家の請来目録の一・

たる「甲州温州台州野離律論疏記外書等目録」には「帝

王年代録一巻要論」と見える所かちも想像される・両

剛志によれば身代かかる種類の史書が多数撰編されたこ

とが判る。それ等は悉く和漢共に亡試した。（63）一（73）

の諸書はこうした通俗史書であったらしいが，それが以

上の直心・両油差・見在園目録の著録諸本のいずれかに該

当するのか否かは明かでない。またこの中には漢籍では

なく，邦人の血書が入っているかもしれない。

　聾心面面志の編年類・別史類の中にもかかる通史・帝

系図・年代記の類：が多数録され，煩を避けて例示せぬが，

その中には本書引用の諸書とその書題が類似するものが

かなり多いのに気づく。宋になると，出版業が営利とし

て成立し，書幅の出版が隆盛となったから，需要の多い

かかる簡便通俗的な史書はb・なりの坊刻板が出たことは

容易に推測し得る所である。

　かかる啓蒙的な坊刻俗書の通例として書名を少し変え

ただけの大同小異の類似書が幾種類も出版されたと思わ

れるが，片々たる俗書であるから，後世に遺ることは極

めて稀である。してみると本書引用の年代記の類の大部

分は唐代の細書ではなく，入宋の禅僧等が持ち帰った新

渡の宋板類の系統に基づいたものと考えるべきではある

まいか。

　（65）（67）宋志に「崔個帝王授受図一巻」「諸葛深紹運

開一巻」「王起五位図三巻」の如き書名が見える。

　（70）混沌図　（71）混天図は室町時代の国書にも引用

されているのを見るが，いかなる書なるか未だ確かでな

い。筆者が多年疑問とする書である。　ちなみに宋志に

「下天帝王五運図古今須知一巻」というのが見える。

（72）糖川平鞭こ「広五運図誉」「曹圭五翻＋二

巻」宋志に「王翫翻一巻甑圭五運図ず＋二巻」

と見えるが，果してそれに該当するか否かは明かでない。

　（73）未詳。86上の「（蝪帝大業十三年）十一月義兵入長

安遙尊帝為太上皇」の下に蔓注を以て，r「傍1剰陸氏通勘

恭帝為天子。：文」と挿む。漢籍：の書名としては「通勘」

は見なれぬ題号である。勘は鑑の詑か。「宋肉醤文志補」

（編年類）に「騎当駅百家龍資首輪一百二＋績稽」

と著録されている。また静嘉堂文庫には，宋陸唐老編の

「陸士元集百家註資治引墨七節」「増離陸状元集百家註資

治通鑑詳節」（共に120巻首1巻）なる宋刊本（陸踏跡旧

蔵）2部が架：蔵される。　本引書は或はこの本に該当か。

「通鑑」を書名とする例は司馬光の「資治通鑑」後であり，

玄慧が鎌倉末資治豊国の講義をしたことは有名であるか

ら，とも角「陸氏通鑑」なる書は資治自立に関係ある新

渡本であろうか。

（75）旧唐志「三五暦記事関下噺唐志「罐三五

軍紀二巻」と。侠書。馬国翰の輯本がある。

　（76）見在書目録の旧事家に「魏文貞故事六巻」と。新

唐志の故事類に「敬氏文貞奥伝事四巻　劉緯之信義公故

事六巻　張大業魏文貞故事八巻　王方慶文貞公事SSE　一一

巻」，また雑感類に「修文貞故事十巻」と著録。侠書。清

の王先恭が輯逸せるri魏文貞公故事拾遺三巻」（王益吾所

刻書所収）がある。

　（77）主として六朝時代多種の孝子伝が成った。　階志

に「孝子伝讃三巻理孝子伝＋五感露凝軍孝子

伝＋噸牒孝子伝八巻雛孝子伝二＋一読身中孝

子伝略二巻孝徳伝雨曇犠孝友伝倦」・旧七二1，こ

「孝子伝＋五巻藻又八巻簸孝子伝（讃）＋五備

嚢孝子伝＋巻製甲子思置孝子伝一確撲

又三礁広孝子礪＋巻墾孝徳伝三＋曙霧孝

友伝八礁嚢」・幽幽に「薫広織子伝＋五巻心覚

授孝子伝八巻　王薫之孝子伝十五巻又讃三巻　宋躬孝子

伝二十巻　雑孝子伝二巻　虞盤佐孝子伝一巻　徐広子伝

三巻　鄭組之孝子伝讃十巻　梁武帝孝子伝三十巻　梁元

郷孝徳伝三十巻　申秀孝謬伝八巻」と。見在書目録には

「孝子伝図一巻　≧≧≧讃十巻」と著録。此等はいずれも

亡失したが，清人によって各種の輯逸が企みられてお

る。　清原家旧：蔵京都大学図書館現：蔵の室町二本「孝子

伝」（清原枝賢書写）や陽明文庫蔵室町台本「孝子伝」

残本は，撰者を明にしないが，それ妻戸書中の一種であ

る。

　本書に引用された孝子伝が上記のいずれに該当するか
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明かでない。

（79）旧唐志「糊地志序田津五巻舞

Library　Science　No．3　1965

給地志五百五十

巻叉序略五巻箋奮三蓋鮮謄轟蕪1鵬縢記」・

見在書目録（土地家）に「蔭地志酷鑛轟杢暮巻」と

著録。侠書。清孫星監事の謄本あり。西園寺家旧：蔵書陵

部現蔵鎌倉黒本「管見記」巻6紙背には「括地霊」の甲

州を含む。

（8・）酷（地理）に「三巴証罐周」，旧唐志（地理）

「三巴記一闔?」，糖志（地理類）「樵周三巴記一巻」

と著録。留書。

（87）階志「傅子百二＋巻病難」，両唐志「傅子一

粒二＋贈爵」と．その後散逸し，心誤働こ23篇を存

するにすぎなかった。現行本は永楽大典よりの重輯本。

「群書治要」にも抄録。本書引用2条は同文で，「臣軌」下

誠信章からの孫引で，帝劇の注もそのまま引いている。

　（90）「周茂叔云」として引いたこの引用文は，宋代性理

学の権輿をなした周演漢の「太極図説」胃頭の部分であ

る。年記の明かな本邦文献上に於ける宋明性理哲学の基

本書の引用としては，本引用は最も予見に属する。此は

我が国の宋学伝来史上洵に注目すべきことと言わねば

ならぬ。しかし，此は本書の著者特写が「太極図説」の

書をその本来の意味に於て読み，また宋学の影響を受け

たということを必しも意味するものではない。且つ本引

用は孫引であったようである。

　演漢の「太極図説」が何時我が国に将来されたかは明

かでない。元来宋学と禅宗とは中国に於てもその成立に

於て密接な関聯を有し，鎌倉時代の彼我の禅僧の往来の

間に宋学性理の諸書が伝わった可能性は当然想像され

る。が，実際には鎌倉時代の禅僧の著作に宋学性理書か

らの引用は想像以上に極めて赤れである。しかし「太極

図説」は短文であるから，単行書としてではなく，何等

かの本に引用された全文が当時伝わり，禅林の間に知ら

れ，それが間接に法空の属した旧仏教の学僧へも伝わっ

て来たという推測も一応成立しよう。しかし筆者はこの

思想的な系路からの伝来とは別に，本書の引用は寧ろ類

書の利用によったものと推測したいのである。

　三島と同時代人にして北畠親房の思想とも交渉を有す

る伊勢神道の度会当行の著で，本書の成立年たる正和3

年（1314）より6年後の元応2年（1320）の華押の自序を有

する「類聚神祇本源」巻1の天地開關篇にも，この「太

極図説」を引用する。（家行撰「瑚漣集」にも引く。）

同書には「新両分門纂図博聞録日周子通書日」として引

用されている。即ちこの太極図説は「新論分点纂図博聞

録」なる書からの孫引であることが判かる。この「博聞

録」なる書は今伝わらず，詳にし得ないが，書名から察

すれば宋元三流行した坊刻版の類書の一つであろう。二

元の頃受験用参考書にこうした類書は幾種類も書店から

発行されたらしいが，俗書であるだけに，後世伝わるも

のが少く，書目にも逸せられたものが多い。同書も空曇

芸文志その他に著録を見ないが，ただ「宋史雨湿志補」

雑家類：に「陳元観博聞録十巻」と録されたのが，この本

に該当するのであるまいか。元・明初間にかけ数種の異

板が数えられ，また我が室町時代にかなり使用された類

書にやはりこの元観編の「事林広記」がある。この「事

林広記」にも巻頭腰部に太極図説を引用する。「事林広

記」が鎌倉末既に渡来していたか否かはわからぬが，と

も角本書はこうした類の宋元板の類書を直接か間接かは

別として利用したものと思われる。

　「太極図説」は宇宙森羅万象一切の論理的成立の形而

上学的図式，天人を貫く倫理的基礎原理の形而上学的構

想であって，天地万物創造の生成論の説明ではない。事

林広記等の通俗類書を始め，本書や類聚神砥本源も共に

それを理解し得ずして，陰陽天文術数占書類と等しく天

地生成周密論として利用している。従って本書が太極図

説をを引用したことのみを以てしては，所謂る宋学性理

の書が邦人の目に触れ出した事実を物語るとしても，思

想的意味に於けるその講読理解影響を示す事蹟と認める

わけにはゆかない．

　（93）階志（兵書）「周書陰符九巻」新唐志（兵書類）「事

書陰符九巻」と。楽書。同文の引用が「初学記」にも見

られる．

　（94）見在書目録（法家）に「政論五巻」と見え，「政論」

の書名は・階志（法家）は「正論捲難症脅嚇鞭

纏瀦獣隷書虚説正」，旧唐志（法獺に，

「翫政論五巻群挿薬法計巻騨劉氏正論五巻

欝玩子政論五巻疑武」・糖志「翫政論六経

劉氏法螺二二政論五磯肝政論五巻疑」と．し・

ずれも侠書。崔・劉・院の三氏の政論には馬国翰の輯本

がある。本書の引文は「群書治要」に収録する崔建政論

の文中に見える。鎌倉初の藤原孝範編「明文抄」も同文

を引用している。

（96）階志「腰論＋二巻門下農⊥旧唐志「舐代
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要論＋巻鍵範」，縮志「舐世要論細謹「群書治

要」に収録。清の厳可均・馬国辱の輯本あり。本書引用2

条は同文で，「群書治要」「初学記」も同文の引用を含む。

（97）見切翻録繊）に「兼名苑＋五籍」，旧唐志

（名家）「兼名苑＋巻犠」・縮志（名家）「僧遠年兼名苑

二十巻」と。侠書。この本は具決外典抄にも引用さる。

　（99）新唐志（農家類）に「李畿金谷園記一巻」と。「中

興館書目」の時令類にも著録。二部。　「明文抄」にも本

書からの引用1条が存する。

（1・・）二二志（地理）「舗水野物志一罐翁新

品志（地理類）「沈螢臨海水土異物志一巻」と。説郭所収

山本がある。　本引用の2条は同文，「初学記」も同文を

引用。

（1・4庸志（医一こ「細論捲叢湛彌離こは

道家・医術の両類に「張湛養生要集十巻」と著録。侠書。

「秘府略」，覚明の「三教回帰注」等にも引かれる。「具決

外典抄」に「養性要集」として引くのも同一書か。

（1・5）骨筆（天如こ「星図二巻灘暑書」，糖志（天

文類）に「二二内記星図一巻　周易分野星図一巻」等が

見えるが，本引用書は未詳。

　（107）見在書目録（五行家）に「太唐陰陽書五十一巻

新鮮土質五＋確率」，旧刊志（五行）に「陰陽書五捲

鍵才新一陽書下＋巻羨藥」・糖志（五行類）に「呂

才陰陽書五十三巻　王藥富豪陰陽書三十巻」と著録。そ

のいずれか。馬氏輯本に呂才撰「陰陽書」一一巻あり。

　（108）見在書目録（五行家）に「新撰二言経七」と著録

せる書か。

　（109）見在書目録（天文家）に「天地瑞祥志廿」と著二

録。門灯書。閉経閣文庫に残本9巻の紗本を存する。

（11・面詰（五行）に「太罹二巻響」・紀州（五行）

「式経一罐現」，糖志（五纐）「宋蹴経一巻」，見

在翻録（五行家）に「太罹慧剣太罹一墨氏」と．

侠書。

　（111）（112）未詳。

（113）見在書目録（小学家）にのみ「筆勢集港簗

と著録。侠図書。書道論の書。書陵部に東寺観智院：蔵本

によるという江戸紗本，陽明文庫また江戸写本を蔵す。

（122）階志（雑）「広志二巻糠」漸唐志嚇類）「郭

義恭広志二巻」と。供書。馬氏献本・説郭収本あり。

（129）階志（小説）に「語林＋巻鑛鍵ナ亡」と．侠書・

当時既に聞きなれぬ稀書であったらしく，「語物」には特

に「外典」と一一の書入が附してある。　「初学記」に引

用あり。「秘府略」にも引く。説郭収本・馬氏輯本あり。

　（135）新町志（小説家類）に「李恕誠子拾遺四巻」と著

録。押書。

　（138）未詳。宋元間の坊刻類書の一種か。

　（142）2下に「抱朴子注日」として引くが，「抱朴子注」

の書未詳。

　（143）引用の3条共に同文，「初学記」も同文を引くか

ら，その孫引であろう。

（144）酷「宋芸子鰭集九巻輩馨」，旧唐志「陶

渕明集五巻」，象亀志「陶潜集二＋巻　又集五巻」，見立

書目録「陶潜集註」と著録。本引用は有名な「桃花源記」

で，「初学記」も引き，恐らくはその孫引か。

　（145）この引用文は「倭漢朗詠集」巻上鶯に「鳳為王

賦」として収められ，「私注」以下唐の浦島の作とする

が，質嵩が正しい。新唐墨に「比重賦三巻」と著録する

が，手書．本引用は朗詠集より引いたものと思われる。

　（146）見在書目録「李嬌百廿詠一」，遅駆志「華麗雑

詠詩十二巻」（私案十字術）と。支那では夙に塾したが，

わが国では平安以来「李嬌雑詠」「李嬌三無」とも称して，

広く愛諦され，嵯峨天皇震翰を始めとする古紗本が存し，

唐人の注も慶応義塾大学：蔵室町砂本等が伝わる。

　（148）仁宗帝の勧学文は「古文真誠」前集に収められ

ているので，室町以後現在は同書によって普及している

が，鎌倉末に古文真影が我が国に伝っていたか否かは不

明である。古文真宝とは別の宋寝間の類書の如きものか

ら引いたかもしれぬ。

　（150）「楽府云」とのみ書して，何書を指すか明かでな

い。しかしこの引用の文は実は礼記内則篇のそれである。

IVe結

　以上の如く，本両書に引かれた漢籍：は百数十部に上

り，能く力めたりと称すべく，著者法空の学才の富謄な

るを物語っている。しかしこの引用の悉くが直接原典に

よったとは考えられず，先行の種々の図書を利用し，そ

れらからの孫引が多数あるものと思われる。先ず類書の

使用が当然考えられる。当時わが国で使用された類書と

しては，唐楽徴等奉勅撰「群書治要五十巻」，唐欧陽絢

撰「藝文類聚一百巻」，唐徐堅等奉勅撰「初学記三十巻」，
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唐白居易撰「白氏六帖事類集三十巻」，宋李肪等奉勅撰

「太平御覧一一千巻」があげられる。和漢共に侠亡した北

斉顔之推等奉勅撰「修文殿御覧」，僅に零巻を我が国に伝

える「凋玉集」「翰苑」，また平安朝の勅撰「秘府略一千

巻」の如きは，鎌倉末には恐らく伝を失ったも同然で，

法空は利用し得なかったと思われる。

　法空が確実に使用したことを実証し得るのは，本書に

書名をあげて引用している「初学記」と「太平御覧」で

ある。「初学記」の書名をあげての引用は僅か4条にす

ぎぬが，同書と同文を本書が引用し，恐らくその孫引と

推測されるものが多数あることは上に指摘した通りで

ある。　「初学記」の巻数は類書としては比較的ハソデイ

であるから，我が国では愛用されたようである。「群書治

要」は古来我が国では極めて重要視され，法嗣がそれを

利用した確証はないが，本書の引く「群生政論」「桓挙世

要論」の如きは，現在の輯二本も「群書治要」に主な資料

を仰いでいる。法空は直接「治要」を使わなかったとし

ても，我が国に於ける両軍の祖源は直接原典にあるので

はなく，「治要」にあったと考えるべきであろう。法空

の引用には間接的には「治要」の流質に浴すること多い

ものがかなり存するのであるまいか。旧来の本邦伝来の

類書の外に，法空が新渡の宋元の坊刻の類書を使用した

形跡の推測されることは，証注に述べた通りであるが，

此は未だ推定の域を出でず，確証するには至らない。

　外典漢籍：を多く引用早雪せる国書の中で法空が参考に

資したことがその引用書名から明かなのは，具平親王の

「弘決外典抄」，沙門盛安の「三教指帰注」，四病の「三教

指帰注」，信救の「朗詠私注」，実光房の「朗詠注」，藤原

孝範の「明文抄」，菅原為長の「文鳳抄」等である。　い

ずれも平安から鎌倉初に至る間の撰述にかかる。本書は

注釈の態度様式に於ては三教指帰注や朗詠抄注のそれを

踏襲している。以上の国書の引用文と本書のそれとを精

密に対比査定する余裕を有さなかったが，「明文抄」にそ

の一例を上に指摘した如く，それ等からの孫引も含んで

いることと思われる。「朗詠私注」「三教指帰注」の引文

と本両書のそれと合致する所がある。

　我が国の漢学は奈良・平安以来唐の学風の影響を深く

受けている。宋の新学風は鎌倉末から始まって時の降る

につれて，その色彩を濃厚にして来るが，大勢としては

唐の遺風が室町末まで一千年近く続いたと言ってよい。

その点仏教が比較的早く大陸の潮流を敏感に受け入れて

進んで行ったのに比して，甚だ緩慢である。鎌倉末，朝

廷に宋学の風が一・時たかまり，五山叢林の一部に唐宋古

文，宋体の詩の論習を見たが，その後の進展は極めて徐

々たる経路を辿っている。此は我が国の文化の大勢の基

調は，長い間仏教にあったことを物語るものである。儒

学は甚だ不振で，漢学は故実や詞章文辞の学で，仏教の

修辞上の補助学たるの観を呈したと言ってもあながち酷

評とは称しきれぬ。

　旧仏教に属する法曽の注釈引用の学風態度は当時の漢

学界の大勢を示すもので，博学ではあるが，旧来の学風

の圏内にあるものである。　その詩文は「文選」「華氏：文

集」を出でず，引用書の殆どは日本国現在書目録著録本，

即ち平安中期までに既に伝来された唐以前の書籍であ

る。聖代の著書には「大広半玉篇」「大宋重修華華」「互

注礼部韻略」「新唐事」「太平御覧」等があげられる。そ

れ等は台記・宇国記抄・通憲目録に見えるから，平安末

までには我が国に将来されたものである。

　しかし，その旧態のままに停滞している漢学界にも時

代の推移は争われぬ。本書が周灘漢の太極図説，仁宗皇

帝勧学文を引き，宋・元坊刻の類書や簡便な通史・年表

の類，司馬光の資治通鑑の関聯書と思われる陸氏通弊等

を使用した形跡を示していることは，宋の新学風の影響

を受けたとは称し得ぬにしても，宋風の新学問が我が国

に漸次浸潤して行く兆候を示唆しているものとして注目

すべきである。
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